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[生徒から社会人・職業人へ]・・・卒業までのこの時期、どう有効に過ごすべきか。 

  

 ＜就職内定＞を頂き、すっかり安心しきってはいませんか！？‘停滞’からは決して何も生まれま 

せん。就職を間近に控え、 “今、すべきこと”を１つひとつ着実に実行しましょう！  

  心の準備“Q＆A”・・・先ずは、しっかりとした心構えを！ 

Q：『働く』のは何のため？ 

・・・A：社会人として自立した生活を送るため。     

Q：社会人として『自立』するとはどういうこと？ 

・・・A：学校や家庭の保護から離れ、実社会で自分の力で生活すること。 

Q：『職業人』とは？ 

・・・A：仕事を通して社会に参加し、地域社会に貢献する人。地域社会の人々の生活に 

関わり、製品やサービスを提供する人。 

Q：社会人に求められる『能力』は？ 

・・・A：『自己管理』能力。                  

   Q：『自己管理』とは？  

・・・A:自分の言動に責任を持つこと。‘健康管理’も自己の責任。 

‘身体’の管理と共に‘心’の管理・‘気持ち’の管理も忘れないように。 

   

社会人としての 基礎能力 ３ ＋ ３  

  Action  （アクション：前に踏み出す力）   発信力 （自分の意見を分かり易く伝える力） 

 Thinking （スィンキング：考え抜く力）     傾聴力 （相手の意見を丁寧に聞く力） 

Teamwork （チームワーク：チームで働く力）  規律力 （社会のルール・人との約束を守る力） 

 

 

味わってみよう！“なるほど”コメント・・・『使命感』・『責任感』 

富士フイルムホールディングス代表取締役会長兼 CEO 小森 重隆氏 

   「一人ひとりが自分の使命を自覚し、それを果たすために必死に努力する。 

仕事というのは、本来そういうものなのです。」 

「責任をまっとうしようというのが動機となっているから、力が出るのです。 

自己実現や自分の成長といった個人的な理由では、苦しい場面で踏ん張り 

が利きません。」 

 



 進学内定の皆さん  

    

「進学先も決まったし、後は卒業式を待つばかり。『運転免許』を取得すれば、 

すべて準備完了！」などと考えてはいないでしょうか。 

２月からの自宅学習の期間も含めて、くれぐれも学習態度を崩すことがなく、 

４月からの学生生活にしっかりと備えましょう。  

日々の‘たゆまぬ継続’こそが将来の“キャリアアップ”につながります。 

２年生の皆さん ・・・心から自分がやりたい仕事・進みたい道を目指そう！ 

 

 この時期、いよいよ本気で「就職活動・進学活動」を開始しなくてはいけません。３年生に進んで 

からでは遅すぎます。人任せではいけません。今からじっくり考え、できるだけ明確な目標を掲げて 

取り組んでください。 

 

 『進路ガイダンス』  2月１９日(金) <5・6校時> 

先ずは自分が進むべき方向性をしっかりと見定めましょう。今のうちから 

資料の準備をし、希望職種についての十分な研究に取り掛かりましょう。 

 

「面接試験」に大きく関わる＜基礎学力＞を身に付けるためには、 

＜毎回の授業＞が大切であることは言うまでもありません。 

 

 1年生の皆さん ・・・進路決定に向けての大まかな見通しを！ 

           

次の＜２点＞ この時期に是非、考えてみる必要があります。 

  

①将来、自分はどんな職業に就きたいのか。             

②その職業に就くためには、どうしなければならないのか。 

 

今後、実施される進路ガイダンスや、進路室の資料、先生の話等から 

情報を集め、自ら積極的に動いて、「職業」・「進路選択」についての 

基本知識をしっかりと身に付けましょう。 

＜学習面＞でのポイント  

専門科目の勉強・生活の中での状況判断・・・何においても、国・数・英の 

「基礎学力」が物を言います。２年生同様、 “日々の授業”を大切に！  

 


